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で表記すれば、基本型には V,VC,CV,CVC,VCC,CVCC の 6 種類が認められ、これに長短母
音の対立が加わる。ここでは、これらの音節構造を網羅できるように単語を選定した（こ




 録音は、国立国語研究所のモニター室で行なう。使用機材は、Edirol 4-Channel Portable 
Recorder and Wave EditorR-4,Sony Condenser MicrophoneC-357 で、44.1KHz,16bit で録音する。 
話者には、単語単独で 1 回、2 種類のキャリア文に埋め込んで各 1 回発話してもらい、




表 1. 使用するキャリア文 
単語構造 キャリア文 1 キャリア文 2 
/V...V/ [manɛːt ___ pɔlʧɛː] [pit ___ xarsan] 
 
（私たち（のところ）___ なりました） （私たち ___ 見ました） 
/V...C/ [manɛːt ___ ɔlʧɛː] [pit ___ apsan] 
 
（私たち（のところ）___ もらいました） （私たち ___ 取りました） 
/C...C/ [manɛː ___ ɔlʧɛː] [piː ___ apsan] 
 
（私たち（の）___ もらいました） （私 ___ 取りました） 
/C...V/ [manɛː ___ pɔlʧɛː] [piː ___ xarsan] 
 






もの、すなわち [manɛː ___ ɔlʧɛː] および [piː ___ apsan] を使用することになる。
現在のところ、女性話者 1 名（内モンゴル赤峰出身）の録音が終了しており、今後は女




アノテーションは Praat (Boersma&Weenink 2017)で行なう。Praat 用アノテーション形式
である TextGrid に、ID 層、Word 層（単語層）、Seg 層（分節音層）、Comment 層を設ける
1（図 1 参照）。 
図 1. アノテーション例： 
左が単語単独発話、右がキャリア文に埋め込んだ発話 
ID 層では、発話（キャリア文付きで発話している場合、それを含む全体）の区間に対
し、個々の単語に一意に割り当てられた 4 桁の数字(ID)を与える。 
Word 層では、そこで発話されている単語をラベルとして与える。入力および検索の利
便性をはかるため、ラベルには、IPA (International Phonetic Alphabet)ではなく、筆者らが
独自に定義した、ASCII 文字から構成される音声表記を用いる。IPA との対応を表 2、表
3 に示す。キャリア文を発話している区間には、<CS1>, <CS2>というラベルを付与する（そ
れぞれ、キャリア文の前文、後文を表す）。 








1今後 Syl 層（音節層）を追加する予定である。Syl 層の追加にあたっては、すべてを人手で行うのでは





現在、単語単独発話 1 回分およびキャリア文付き発話 1 回分の一次アノテーションが終
了したところである。 
 
表 2. 母音ラベル 
 
表 3. 子音ラベル 
IPA ASCII IPA ASCII 
 
IPA ASCII 
ɐ A ɜ a 
 
n n 
ə E ɘ e 
 
p p 
i I ɨ i 
 
pʰ P 
ɪ 1     
 
x x 
ɔ 0 ɞ q 
 
k k 
ʊ V     
 
m m 
o O ɵ o 
 
l L 
u U ʉ u 
 
s s 
ɛ W     
 
ʃ sh 
œ @     
 
t t 
ɐː A:     
 
tʰ T 
əː E:     
 
ʧ ch 
iː I:     
 
ʧʰ CH 
ɔː 0:     
 
j j 
ʊː V:     
 
r r 
oː O:       ŋ N 
uː U:       ɸ F (p の異音) 
eː 2:       β B (p の異音) 
ɐi AI       kʰ K (x の異音) 
ɔi 0I       
  
ʊi VI       
  
oi OI       
  
ui UI       
  
ɐɛ AW (ɐi の異音)       
  
ɛː W: (ɐi の異音)       
  
ɔɛ 0W (ɔi の異音)       
  
œː @: (ɔi の異音)       
  
ʊɛ VW (ʊi の異音)       
  
ue U2 (ui の異音)       
  
oe O2 (oi の異音)       
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表 4. 補助ラベル 
ラベル 意味 
<cl> 破裂音・破擦音中の閉鎖区間
<pz> ポーズ
<pr> preaspiration
<ep> 挿入母音
# 非発話区間
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